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◆ 活動報告 

＜バンド活動＞ 

ようやく各楽器、メンバーが揃ったのでバンドを結

成しました！ みなもで今、一番活気のある活動か

な？ 現在、曲やジャンルで分けた３つのバンドがあ

ります。メンバーはそんなに変わらないですけど(笑)。

主にザ・ブルーハーツの曲を練習しているものと、オ

リジナル曲が中心のヴィジュアル系を目指しているバ

ンド。そしてフリースクールフォロと合同でバンプ・

オブ・チキンの曲を練習しているバンドがあります。

以前は不足していたギター要員が増えたので、より活

動的になりました。どのバンドも今は女の子の方が多

く、男の子を募集したいということなので興味がある

方は是非見学に来てみてください！ もちろん女の子

も大歓迎です＾  ^ オリジナル曲を作るなどの技術的 

 

 

 

 

 

 

 

 

なことを教えてくれる方も募集しています。11 月 11

日に神戸市兵庫区のオルタナティブスクール・ラミ中

学校分校さんが行う「ラミ中祭」というイベントがあ

り、そこで演奏してもらってもいいよと言ってくださ

っているので、参加するかもしれません(^_^)/（史） 

スタジオを借りての練習。目いっぱい楽器を演奏できます。 

＜大掃除＞ 

去年なかなか掃除する機会がつくれず、パソコンラ

ックの下など結構ホコリが溜まっていたので、7月13

日に皆で大掃除をしました。棚を拭いたり、本棚を整

理したり、絨毯に掃除機をかけたりと暑い日に汗をか

きながら頑張りましたよ！ あちこちに置いてあるゴ

キブリホウ酸ダンゴにビクビクしながら掃除機をかけ

るなんてこともあったり・・・。掃除が終わった後は

お菓子とジュースを囲んで大掃除の達成感に浸ってい

ました♪ 皆、あの時はお疲れさまでしたー。（史） 
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＜声研＞ 

前回に引き続き声研です。フリースクールフォロの

方達と合同でシナリオ・キャラ設定から作ったオリジ

ナルボイスドラマのHPが完成しました☆ 「最後に

見た夢」http://saigoni-mitayume.cocolog-nifty.com/。

内容はファンタジーもので、BGMや SE も入ってい

たりとなかなか本格的です。戦闘シーンも迫力があり、

その場面が浮かんでくるくらい＾＾こうやって録音し

ていくと上達具合が分かりやすいですね。うーん、し

かし続きが気になる(笑)（史） 

＜海に行くぞ！＞ 

今年も海に行きました！ 車でゴトゴトと和歌山ま

で・・・。昨年と同じトコです☆ そして夏休み直前

だったので、人少なっ！ ほとんど砂浜独占状態デス♪ 

 着替えてさっそく海へ・・・。まだ時期的に少々寒

かったけど、少し経てば慣れたもの。ひたすら泳ぎ続

けます（▽^ 去年は確か台風の次の日とかだったの

で波がものすごかったですが、今年はヒジョーに穏や

かな海。遊ぶ分にはちょっと激しい方がいいんやけど

なぁ(^^  

 岩場の方に近づいてみると、巻き貝やらカニやらが

結構いますね。みんなで探索しました。来年はもう少

し暑くなってから行きたいなあ☆ （今） 

 

波打ち際でのようす。広い砂浜を独占してました☆ 

＜藤川選手に招待された！＞ 

4月15日、阪神タイガースの藤川球児選手に招待さ

れて、子どもたちと野球を見に行きました☆ 「何ら

かの事情で学校へ行けない子どもたちに何かできるこ

とはないか」ということで、藤川選手からフリースク

ールの子どもたちに声をかけていただきました。 

 そしてそして、試合前に藤川選手にお会いできまし

た！ 実際見る藤川選手は・・・やっぱり大きいです

（◇°!  180cm超える人とかは見たことあるけど、筋

肉のつきが違う！ 身長以上に大きく見えました。ほ

んの 10 分ぐらいの時間でしたが、最後に記念撮影も

していただき、非常に貴重な時間でした。藤川選手、

本当にありがとうございました！ 

そのあと観戦した試合は…阪神の大勝です！ ま、

大勝すぎて逆に藤川選手の出番はなかったわけですが

(^◇^;) （今） 

 

藤川選手との記念写真。とてもいい思い出になりました。 

＜全国合宿とザ・ブルーハーツ＞ 

毎年恒例、フリースクール全国ネットワークの全国

合宿に行ってきました。 

今回のメインはバンド活動。ザ・ブルーハーツの元

ドラマー、梶原徹也さんが来るということで、ハイテ

ンションで乗り込みました！ そしてみなもの誇るベ

ーシスト・おにさんが梶原さんと一緒にセッション、

梶原さんの隣で演奏してきました！ うひょ～☆ し
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かし、見れば見るほどプロのテクってすげ～。（今） 

 

◆ 作成、いよいよ佳境 
～「大阪府・不登校相談機関情報誌」 

これまでの経過 

ドコモ市民活動助成を受けて、昨年の11月から「不

登校相談機関情報誌作成」の活動がスタートしました。

年が明けて 1 月に、「不登校相談機関情報誌作成検討

会議」という、漢字ばかりが並ぶ会議名の会議を発足

し、フリースクールみなも以外の、不登校に関わりの

ある方々のご協力をいただいてきました（詳しくは前

号の通信をご覧ください）。その会議も、8月 30日に

第 5 回目を迎え、会議としては最終回を終えました。

現在は、情報誌の完成に向けて、情報誌の構成と掲載

情報の整理を行っているところです。 

作成のプロセスで感じたこと 

 情報誌作成に向けて、多くの方々に出会い、ご意見、

ご協力をいただきました。会議にご出席いただいた委

員の皆様はもちろんのこと、府内で不登校の子どもた

ちや保護者をサポートしている民間団体の皆様、府教

育委員会を含む教育行政に関わる方々、そして、フリ

ースクールみなもに関わる保護者の方々に大変お世話

になりました。 

この情報誌作成のプロセスの一つに、情報誌掲載団

体へ実際に足を運んで調査をするということも含まれ

ています。直接サポート活動をしている皆様のお話を

伺いに行くことで、子どもたちへの思い、教育に対す

る思いがよく理解できました。活動プログラムや活動

方針は異なるものの、子どもたちにとってよりよい環

境を作り出そうという共通の思いがあるように思いま

す。府内に、暖かいまなざしを持って子どもたちの現

在を見守っている大人たちが多くいるということは、

当事者である子どもたちやその保護者のみならず、サ

ポートする立場にある私たちも大変心強いように思い

ます。 

民間団体が抱える課題 

不登校の子どもたちとその保護者をサポートする団

体の継続がいかに難しいことなのか、ということもこ

の情報誌作成プロセスの中でわかりました。ウェブ上

では団体名が掲載されている所でも、すでに活動を終

えているところが、数多くありました。「もう辞めたん

です」と、電話口でお返事いただくことが、この情報

誌作成プロセスの中で、何よりもつらいことでした。 

民間団体は、活動の継続そのものが大変困難である

ことは、現在活動を継続している団体であっても、共

通の課題と言えるでしょう。なぜなら、調査の中です

べての団体が、「資金面」を課題としてお答えいただい

たからです。現在では、公的機関からも「教育支援セ

ンター（適応指導教室）」といった居場所が設けられて

います。公的機関で実施しているとなると、なおさら、

民間団体に対する公的な支援は限られます。今回は、

ドコモ市民活動財団から助成金をいただいて活動する

ことができました。資金繰りの難しさを、助成金や寄

付金を募りながら、何とか乗り越えていく必要がある

と改めて思いました。 

情報誌にかける願い 

情報誌作成の目的に、公的機関からも民間団体情報

を当事者の手に渡るようにするということを掲げてい

ます。各サポート団体には、情報誌に掲載されている

ということを、活動の継続に向けた良いプレッシャー

として感じていただけたらと思います。また、不登校

の子どもたちやその保護者には、民間団体の活動を知

っていただき、活用していただくことで、一人ではな

い安心感を感じていただき、日々をよりよく暮らして

いただけたらと思います。子どもたち、保護者、そし

てサポートする人々が出会う機会が多くなることで、

「不登校になっても何とかなる」といった心持ちや、

不登校から得られるメッセージを、大人はより感じ取

れるのではないかと思います。 
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最後に、情報誌作成にご協力いただいた皆様ありが

とうございました。皆様のお手元に情報誌が届くのは

11月になってからかもしれません。もうしばらくお待

ちください。（中村有美） 

 

◆ 運営レポート 

こんにちは、今川です。ここではいつものようにみ

なもの運営状況をお知らせします。 

2007 年 9 月時点での、一ヶ月の主な収支は下表の

ようになります。 

 

１か月の主な収支(2007 年9 月時点) 

収入 支出 

利用者月会費 310,500 家賃 155,000 

  光熱費 12,048 

  交通費補助 35,796 

  電話代 4,360 

  インターネット代 4,892 

  消耗品費 1,723 

  スタッフ給与 80,000 

  借入金返済 20,000 

 310,500  313,819 

※1 家賃、インターネット代、借入金返済は定額 

※2 スタッフ給与は９月実績 

※3 その他の項目は、2007 年度4～９月平均 

※4 助成金会計は除く 

 

［スタッフ報酬］ 前回通信発行時点（2007年2月）

に403号室を新たに借り足した支出の増加により、し

ばらくスタッフ給与の支払いが止まっていましたが、

9 月より支払いを再開できました。まだまだ常勤スタ

ッフ一人あたり約 30,000 円と、十分な額とは言い難

いですが、スタッフの生活を支えるだけの給与を支払

えるよう、より一層の努力をしていきたい所です。 

［会員数］ 2007年9月現在、会員数は20人となっ

ています（通常会員 10名、日数限定会員 6名、体験

入会2名、休会2名）。とうとう20名を越える規模に

まで達したのだな、と、少し感慨深くもあります。ま

た、以前に比べると通常会員の比率が上がってきてお

り、毎日にぎやかな感じになってきました。 

［学習の時間］ 7 月より、11:00~13:00 を学習専用

の時間として開放しています。これまで13:00～20:00

の時間帯の中で、希望された方にはスタッフが学習の

サポートをしてきましたが、スタッフの人数や他のイ

ベント等との関係から、なかなか十分なサポートをす

るには至っていません。そこで、13時までの時間を学

習のための時間とし、現在試験的に運用しています。 

 この時間については事前に予約をしていただき、利

用したいという希望がありましたら、その都度スタッ

フ・ボランティアをコーディネートしていく形となり

ます。また、事前予約がなくても自習室として使って

いただくことはいつでも可能です。（今川将征） 

 

◆ 寄稿： 

「まんま会」に参加して 

とめどなく湧き出る話 

アドバイザーであるみかんさん（中尾さん）から紹

介していただいて、初めて「みなものまんま会」へ参

加させていただいて、はや半年が経ちました。初回は

とめどもなく湧き出てくる私の話を全て皆さん聞いて

下さり、すっきりとまとめて適切にアドバイス下さる

みかんさんがいらして、それまで、何でも話せる友人

が身近におらず、人との付き合いも無難な線で距離を

おいていた私は、文字通り話が止まらず、こんなに子

どものことや家庭のことを意見交換できる場があるな

んてと、うれしくなりました。以来、1か月に 1回の

集まりの日を本当に心待ちにしている私です。 

母親失格ではないかと思い悩み、何をするにも言う

にも、自信をなくしていた私でしたが、本当に私の身

になって、話を聞いてくださるスタッフの人と接しな

がら、少しずつ自分の位置、立場を取り戻し、他の方
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の話にも、えらそうかもしれませんが意見を言えるよ

うになれました。「お前はアカン。アホや」と小さい時

から言われ続け、結婚後も主人の威圧感にオドオドし

つつ暮らして来て、堂々と自分の言葉を発言する場と

いうものがなく、言うことに自信なくて来ましたが、

この半年で、少しずつ、自分を取り戻し、自分自身を

認めて落ち着いて生きていける、そんな安定感を持て

たような気がします。 

参加者どうしの交流 

一人で抱え込んでいても、堂々めぐりで落ち込むば

かりですし、一人で誰かに相談しに行ったとしても、

それは一人だけの力でしかありません。でも「まんま

会」へ参加すると、多くの参加者の一人として、話を

したり聞いたり、いろいろと情報交換も出来ます。ま

た、広い視野のあるみかんさんからもアドバイスをい

ただけて、身も心も軽くなれます。 

メーリングリストでのメールの交換もすごく身近で

有難いです。一対一のメールしかしたことがなかった

ので、メーリングリストの交流は新鮮です。また、親

しい方とお茶･･･なんて、本当に今まで経験したことが

なかったので、毎回、いろいろとおいしいお茶菓子を

ご用意いただいて感激しています。 

余韻の残る居場所 

この積み重ねのお陰様か、先日一年ぶりに近くの保

育所で開催される不登校親の会の集まりに、2 回目の

参加をしましたところ、私の話がすごくまとまって、

落ち着いて来た感じと言われました。これは本当に定

期的に「まんま会」へ集っているお陰様と言う他はあ

りません。又、片道 30 分強位という恵まれた所から

行くことができ、皆さん遠い中来られている様子に、

申し訳なくもあります。いつも本当に帰宅時、もうち

ょっと居たいなという後ろ髪を引かれる思いがありま

す。それほど居心地の良い場です。そしてまた、自由

でホッと出来る場でもあり、それまで他の集まりは、

その場限りが多かったのですが、「まんま会」出席後は、

帰路途中、帰宅後も余韻は続くのです。 

「まんま会」は、私にとってなくてはならないもの

に成りました。きっともっと多くの人が、こんな場を

求めているのではと思うので、より多くの人に知って

もらいたいと思ったりします。今後とも、よろしくお

願いします。（岩崎智美） 

 

◆ コラム： 

「本当にそうだったのか、確か

めてみて」 

子どもたちが気にしていること 

 最近、子ども達からよく聞く話として、このような

話がありました。「自分が以前ある子に言ったことで、

その子が傷ついたのではないかと思って、それが気に

なってしんどくなって、するとまた他の似たようなこ

とも思い出して、それでどんどんつらくなってく

る・・・」。こういうことは私も過去にありまして、つ

らかったという程ではないですが、かなり気になった

ことがあったのは確かです。 

 他にも、「ある人から嫌われたのではないかと気にな

る」「自分がその子とあることでしんどくなっているこ

とを、その子に言った方がいいのか・・・」「ある子に

迷惑をかけているのではないかということが心の重荷

になっている」というようなことも聞きました。 

 どれも微妙な問題で、解きがたい問題であるとは思

います。ただ、できることとして「フィードバック」

ということがあるのではないかと私は思いました。 

確かめてみて、それから修正する 

 「フィードバック」は、辞書によると「あるやり方

を修正・改善するために、得られた意見・情報などの

結果を原因の側に反映させること」とあります。私自

身、教師だったときに授業において、良い授業を作る

ためにフィードバックを非常に重視していました。い

くらかの方法を子どもに試してみて、うまくいったと
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思えるものはより多く採用していき、うまくいかなか

ったと思えるものはより少なくしていく、という方法

です。 

 最近これらのことを考えていて、「子どもらの悩みも、

フィードバックを活用することがかなり重要なのでは

ないか」と思いました。具体的には、「・・・ではない

か？」と悩んでしまうことに関して、そのまま何もし

ないのではなく、「実際にそうだったのかどうか、確か

める」ということが重要なのだろう、と。 

 私自身、過去に「そういえばあのことで、あの人は

傷ついたのではなかろうか？」と思い悩むことがあっ

たわけですが、その後どうもそうではなかったらしい、

ということが自然に分かって、ということが多く重な

り、それらのことから、「・・・ではないか？」と悩む

ことはとりあえずやめておこう、後でその人に確かめ

てみて、その結果「そうだった」ということが分かれ

ばその時は反省して行動を改める、ということが重要

なのであって、今、可能性だけについて悩むことはや

めた方がいい、という風に思うようになりました。不

確かなことについてその可能性を悩んでみても、的は

ずれである可能性は非常に高いわけです（実際、90％

以上はハズレているような気がします）。 

 同じように、子どもらにとっても、思い悩んでいる

ことについて、「本当にそうだったのか？」ということ

を確かめてみることが、どうも必要であるように思い

ます。もちろん、自分で「あの時私が言ったあの言葉

が、あなたを傷つけたのではないかと思って気になっ

ているのだけど、どうだった？」と聞くことも難しい

ですし、あるいは「うん、傷ついた」と答える方も難

しいでしょう。でも、友達やあるいは大人に、「気にな

るからあの子に聞いてみて」という方法もあります。

いやむしろ、そっちの方が普通でしょうね。 

大人にも大切なフィードバック 

 こういうことは昔から子どもらの間で、いくらでも

あったことだろうとは思うのですが、最近はそういう

ことに対してどうしたらいいのかが、試行錯誤（ひい

てはフィードバック自体）がしにくくなっているのだ

ろう、という気はします。 

 実はフィードバックということに関して言えば、大

人の側にとっても極めて重要な話であるとも思ってい

まして、子ども（のみならず誰とでも）との接し方で、

ある方法がうまくいかないようなら、それを改めてみ

ることが重要だと思うのです。あるいは学校との接し

方などでもそうでしょう。 

 子どもらが、「・・・ではないか？」と恐れてとどま

っている一方で、大人の側では「・・・に違いない（だ

から自分は改める必要はない）」ということが横行して

いるような気もします。必要なのは、「確かめてみる」

という、今一歩の勇気で、そのために側の人を頼りに

してみることが、実は解決への近道であったりするの

かなぁ、と思うのです。（松浦豊） 

 

◆ けいじばん 

� ありがとうございました 

2007年 4月から 9月の間に、新たに賛助会員にご加

入いただいた皆さまは、下記の通りです。ここに記し

て、感謝申し上げます。 

 なお、ご芳名の記載については幾たびかの確認をし

ておりますが、万が一お名前のもれがありましたら、

ご一報くださいますよう、お願い申し上げます。 

【賛助会員】今川知子さま、大傍槻久江さま、林裕子

さま 

� 賛助会員・カンパのお願い 

 フリースクールみなもは、不登校の子どもたちのため

の、学校に代わる居場所と学びの場を設け、不登校の子

どもを持つ家庭への総合的な支援を行うことを目指し

て、有志によって設立されたNPO法人（特定非営利活

動法人）です。子どもたちやその保護者・家庭にとって

の支えとなるべく、スタッフ一同、活動の充実に日々努

めています。 
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しかしながら、もとより営利を目的とした事業ではな

いので、こうした資金だけで行える活動には、限りがあ

ります。そこで、みなもの活動を応援してくださるかた

には、賛助会員への応募をお願いしています。賛助会員

の皆さまには、「みなも通信」をお送りさせていただき

ます。 

賛助会費のお支払いは、スタッフに手渡し、または

郵便振替で。郵便振替の場合は、「氏名」「住所」「電話

番号」「費目（賛助会費として）」「会報への氏名掲載の

可否」を備考欄に明記の上、下記の口座まで、お願い

いたします。 

【賛助会費】１口 3,000円／年（複数口のご応募も歓

迎）。振込先：00960-0-204146（加入者名：フリース

クールみなも） 

� 譲ってください！ 

現在、必要としているものは、下記の通りです。ご

家庭にあるもので、現在お使いになっていないものが

ありましたら、みなもまでご連絡ください（それ以外

にも、フリースクールの活動に役立ちそうなものがあ

れば、ぜひご一報ください）。 

【必要なもの】グローブ／練習用のドラムセット／ベ

ース／ギター・ベース用のアンプ／録音周辺機器（ケ

ーブル、ミキサーなど）／調理器具／黒いスーツ／い

らなくなった教材／本やＣＤ／ノートパソコン

（Windows2000か XP の動くもので）／ビデオカー

ド（グラフィックカード）／各種文房具・事務用品／

切手 

※賛助会員にご加入いただいた方、ご寄附・ご寄贈をいただい

た方につきましては、「みなも通信」にてご芳名を掲載し、お礼

とさせていただきます。匿名をご希望の方は、あらかじめ、そ

の旨お申し付けくださいますよう、お願い申し上げます。 

� ボランティア募集！ 

フリースクールみなもでは、ボランティアを募集し

ています。ボランティアをするにあたっては、特に必

要な資格などはありません。子どもたちにと一緒に楽

しい時間を過ごしたい、という気持ちがあればOKで

す。ご関心をお持ちの方は、お気軽にみなもまでお問

い合わせください。 

� 「まんま会」のご案内 

フリースクールみなもでは、毎月第3土曜日に「み

なものまんま会」（不登校の子を持つ親の会）を開いて

います。「まんま会」は、不登校のお子さんを持つ保護

者の皆さんに、お互いの気持ちを共有し合える場を提

供することを目指した会です。みなもの会員であるか

どうかにかかわらず、どなたにでも参加していただけ

ます。参加をご希望の方は、ぜひお気軽にお問い合わ

せ下さい。 

【概要】 日時：毎月第 3土曜日の 13:30～16:30、場

所：フリースクールみなも、参加費：500円（お茶菓

子代として）、アドバイザー：中尾安代さん（みかんさ

ん＝結空間代表） 

� ブログのご紹介 

 みなもでは、日々のようすを写真付きでブログに書

きつづっています。みなも内のようすや外出した時の

話、みなもの中で話題になったこと、それから「まん

ま会」のようすやシンポジウムなどに関することなど

も書いたりしています。もしよろしければ、一度ご覧

ください。書き込みもお気軽にどうぞ！ 

【アクセス方法】「みなも」ウェブサイトの「トップペ

ージ」左のボタン＞「みなも日誌 on blog」。アドレス

は、http://minamo.air-nifty.com/blog/ 

◆  スタッフひとこと 

最近九州出身のボランティアさんが増えています（４

人）。ボランティアさん同士は曜日が違うとなかなか会

わないけど、一度一堂に会してみると面白いかも！？

（今助）▼八月末からボランティアとしてお邪魔して

ます。幼い頃にこういう場所を必要とした自分なので、
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何かお役にたてるかな。色々教わったお返しに、皆様

こき使ってくださいｗ(小成田)▼初めまして、九州人

です。まだまだ残暑厳しい今日この頃。とんこつラー

メンが恋しいまりもです。よろしくお願いします。(瀬

口) ▼初めてフリースクールにボランティアに来た時

はどんなとこだろうと緊張していましたが、スタッフ

の皆さんや子供たちに受け入れられてとてもうれしく

感じています。（塩田） 

◇ 

大阪に来て二年目・みなもでボランティアするように

なって約半年。いい加減慣れたかと思っていたのに未

だに驚くようなことがたくさんあります。やっぱり人

生は日々勉強なんだなと実感するこの頃です（苦笑）

（山口）▼半年ぐらい悪寒がしています。ついに私も

霊感に目覚めました？（×_×）（DSSSM）▼最近、み

なも内で沢山の妹ができました♪ みんな可愛いので

お化粧したり色んなお洋服着てもらうのが楽しいです

♪ こんなお姉ちゃんでごめんね(笑) （末＠乙女） 

◇ 

9月から NPO法人・関西こども文化協会に勤めるこ

とになりました。まんま会は変わらず担当させていた

だきますので、ご安心ください（じょに～）▼最近、

リラックスがマイブーム。深呼吸を数分するだけで、

ちょっと落ち着けていい感じです（ちゅま）▼今年の

猛暑、キツかったですね！おかげで思いきり汗かいて、

だいぶ贅肉が落ちました。10月から、みなも学習タイ

ムにデビュー☆ どうぞヨロシクです。（くらら）▼こ

の間工事現場の近くを自転車で通ったら、落ちていた

ネジを踏んでタイヤがパンクしてしまいました；；つ

いてないです・・・（中居） 

 

◆  編集後記 

 懺悔というかお詫びをひとつ。今回の「みなも通信」

は当初、「10月の『ふりー！すくーりんぐ一泊交流会』

に間に合うように発行しよう！」ということで準備を

始めたのですが、編集担当のサボりなどやらで、原稿

は9月半ばにある程度揃っていたにも関わらず、発行

スケジュールが大幅にズレ込んでしまいました。恐ろ

しいことに、これ（編集後記）を書いているのが、一

泊交流会（10/12）前日の未明というありさま・・・。

今もってなお、本当に一泊交流会にお届けできるのか、

ちょっと自信がなかったりもします（汗）。 

 そんなこんなでバタバタしていた今回の「みなも通

信」の発行ですが、そんな中でも記事にもあるとおり、

バンドが始まったり、「情報誌」の発行がいよいよ間近

になったりと、活動も新しい展開を迎えています。ご

意見やご感想がありましたら、ぜひお聞かせください

ますよう、お願い申しあげます。（中村祥規） 
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特定非営利活動法人フリースクールみなも 

会員（利用者）：20 名（2007 年9 月現在） 

対象年齢：6 歳～20 歳（入会：18 歳まで） 

活動時間：月曜日から金曜日の13 時～20 時 

入会説明会：随時（体験入会は無料、6 週間） 

◇        ◇ 

代表：今川将征（理事長） 

スタッフ：常勤３名（ほか非常勤数名） 

住所：〒530-0047 大阪市北区西天満五丁目11 番4 号ふじ

ビル502 号（地下鉄「南森町」駅から徒歩5 分、各線「梅田」 

駅から徒歩20 分、JR 東西線「大阪天満宮」駅から徒歩7 分） 

電話・FAX：06-6365-7705 

E-mail：fs-minamo@nifty.com 

郵便振替：00960-0-204146（加入者名：フリースクール

みなも） 

 


